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動物と私

＝ えるとは思っていなかった。

11月13日（が18時40分。 閣の中に薄ぼんやりとエサ

のニワトリに向かつて動いていく動物らしき影が見

えた。 じっと自をこらしてみる。ニワトリの自の上

に黒茶色のようなものがかぶさってみえる。 「ムム

，＇！＇，てきたな。」カサカサカサ、なにやら植物がこす

れあうような音。双眼鏡をと η出してよく 見た。「ア

ッ！いる。」すぐ隣にいる仲間に双眼鏡を手渡し、

小声で「来たぞ。エサの向こうの方から食べている

ぞ。」手ぶりを加えながら必死で説明するのだが、

なかなかうま く伝わらない。こちらも焦っている。

「エサのすぐ左上に黒いものがかぶさって動いてい

るでしょう。」 「同が光ってる。」人に教えてもや

りたいが、自分も見たい。まさに義理と人情の板Ii

さみである。

双眼鏡をとりもどして、もう一度よくみると、な

んと今度はエサのすぐ右手前にもう一個体が接近し

でしべではないか。全体が薄茶色、ずんぐりした体、

小犬ぐらいの大きさ、尻尾の先が黒い、ゆっくりと

した足どりでエサに近づいていく。 肉眼でもなんと

か見える。今度は他のfrl1聞も篠認できたようである。

大事なことを忘れていた。左のポケッ トには、全

自動フラ y シュつきのカメラが入っていたのである。

しかも充電もしてあった。はじめてみた感激と、然

りですっかり忘れてしま っていた。明るい聞にエサ

をしかけて、日謀れを待ち、寒さに耐えること約40

分、期待はしでいたものの、本当にタヌキ？に出会
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以前にも山道でシカやノウサギに出会ったことが

あった。どれもみなすばらしい体験であった。 しか

し、それらは昼間、ほんの一瞬、偶然に姿をみせて

くれただけだ。こちらはあまり苦労をしていたとは

脅えない。しかし今回は違う。前日の晩も張り込ん

でみた。昼間のうちにもフンや足跡を探して山に分

け入ってみた。 ｛也の仲間より一段高い石の kを担Ii

どってもみた（木の陰にならすよ く見渡せる。）自分

なりに色々と努力を払ってみたつもりである。

その分だけ、発見できたことが感動的になったと

言えよう。

そしてまた、寒くて暗い中でじっと待つこと、そ

れは野生の動物主主の立場に少しでも近づくことにも

なる。人間にと って快適な状態にあるままで、野生

の動物遥とのふれあいを持とうというのは、少身者B

合がよす宮るように思う。

;j'jt I令部会の動物（すでに野生を失なって しま った）

は我慢することを嫌う。l培くなればすぐにライトを

つけたがる。寒くなれば家の中にとじこもってしま

う。それでいて、里子生動物の保諮を口にしたがる。

彼らの生活の械子をほとんど知らないままで。

家のネコのミーやタマは最近、 f寺っきの魚よりも

ハムやカマボコを食べたがる。この先どうなってし

まうのであろうか。ふと心配してしまう。

聖子生動物の生活の実際を観察することから、人間

自身の生活様式をフィードパy クさせて反省しでみ

る。このことは非常に大切なことである。とは言う

ものの、キyネ観察ツアーや、ノ ウサギ兄物パック

なるものが大量に出現しないとは言いがたい。行き

すぎは是非協みたい。

もう帰ろうと腰を上げた時、閣の中に光る白がふ

たつあり、じっとこちらをみつめていた。きっと我

h を見送ってくれたのであろう。今はただ、彼らが

') 

エサをたいらげて、この次まで元気でいてくれるこ ノ
とを祈りたい。一聞の中に薄ぼんやりとニワトリが

一羽だけ映った写其を手にして。一

’． 、． 
’． " 

（ナチュラリスト）

表紙の写真説明

“7'カツクシガモ”

ヨーロ γパ北部、 アフリカ北部、 中央アジア、E
S中国東北部とその分布域は広〈、日本にもまれ
5に渡来が記録されています。美しいきつね色の
S大形のカモで、遊泳する姿勢はカモ類よりもむ

しろガン類に似ています。

（撮影：宮下 実）
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“札幌から来ました、ヨロシク！ ”

11月4日にアフリカタテガ ミヤマアラシが2頭 （オス ・メ

ス）入国しま した。 このヤマアラ シは札幌の円山動物園で今

年 の 4月11日に生まれた若い個体で、当園の ヨーロ ッパコウ

ノト リとの交換で贈られて来たものです。 （撮影 ：農本武志）
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パカ （5Fl20日生まれ）
一昨年初めて繁嫡に成功したパカですが、今回が
3産自でした。貌をそっくりそのまま小さくした
ような姿は人気を集めました。

動扮園クラフ
“こんなに大きくなりましたグ”

今年も、たくさんの動物が生まれ、元気に成育しました。

そんな赤ちゃんのいくつかを、生まれて問もない姿と成育

した近況とで紹介します。 （撮影 ：榊原安昭 ・農本武志）
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アカカンガルー (1981年8月22R生まれ）♀
この赤ちゃんは、昨年生まれですが、昨年の12月
16日に母親が死亡したため、人工晴育で育てま し
た。この11月11日からは哲学にはもどすことができ
ました。

グラントシマウマ （5月3日生まれ）♀
シマウ7の縫生l主、 当閣では6年ぷりのことでし
た。憲法記念日にちなんで “ノリプ’と名づけら
れました。
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したので、小猷舎にで展示を始めました。

東京動物園協会理事長の古賀忠道氏が来園

されました。

11 I 7.今月 5日に入園したカワウソの維の展示が
はじまりました。

キジ舎のネズミ退治を行ないました。

展示ニT’定のフクロウの性別鑑定を行ないま
した。

11I11. 人工楠育で育ったアカカンガル の子をァ

カカンガルーの幣と同居を開始させました。

11 I 12. タンチョウの維が起立不安定で衰弱を示し
はじめたので、治療をはじめました。

クロサイが交尾しました。

11 I 9. 
11I10. 

11I15. 

5 

大阪保育学院の生徒112名の圏内指獲があ

りました。

10 I 31. 餌づけのために隔離収容しているアシカの
子の成育は順調です。

11I1 .チンパンジーの雌サクラを閉経雌のキャン

ディーの隣室へ麻酔しで移動 しました。

秋の動物園祭が本日で終わり ました。

カパの維フ トシと雌ナツコが交尾しました。

アフ リカタテガミヤマアラシの一番が入園、

さっそく検疫に入りました。

11 I 5 ハ虫類舎のカメの冬眠前の体重測定 と個体
織別 を実施しました。

アフリカタテガミヤマアラシの検疫が終了

11 I 3. 
11 I 4 

11 / 6 

泌 を骨折したアマサギをl羽保諮しました。

なきごえ編集会議が行なわれました。

本年生まれのイ ンドガンのヒナを展示、と

りあえず見合いを水禽放養舎で始めました。

10 / 27.本年9月18日に入園したエランドの維を雌

とうまく同居させることができま した。

10 / 29. ヤマシギを 1羽保護しました。

アジルテナガザルの縫がこのところ元気食

欲ともによくないので、診断のため入院さ

せました。

10 / 30. f.呆~~したフクロウとコノノ、ズクカずともに 2

週間で、アヒルの肝、 強頭、 .！！~ 肉に自llづき

ました。

10 / 25. 

10 / 26. 

4 

10・11月の動物園日記
10 / 20. ムササピのまft＇‘長作” がプレイリー ドッグ会

で符 さんにお目見えすることになりました。

10 / 21. シナガチョウがラマに蹴られ負｛怨したので

入院させました。

10 / 22・ダマシカの!ftが急ti:肺炎で死亡 しました。
円の中には、ナイロン袋などがたくさんか

らまっていました。

10 / 23.突然の起立不能で加l療中のダチョウの雌が

少しずつよくなってきています。

io I 24.世界の野生動物を救おうというII乎びかけで
W¥VF展が内閣展示館で閉幕しました。



時間もしない内に起立し乳をまさぐる姿はほほえま

しいものが感じられます。同 じ日にブラ yクパ yク

も誕生しました。例年5月5目の子供の日は「象の

目方を計る会」を開催するのですが、4月からの象

舎油圧扉工事の関係で今年は中止し、かわりにカパ

の赤ちゃんのぺ y トネーム募集を行いました。開票

の結果、 「ツヨシ」と決まりました。

10日朝、友好都市上海動物園からいただいたコウ

ノトリのオスが何かの原因で頭部に頭蓋骨陥没を呈

し死亡しているのが発見され、残念にも繁殖の望み

を断たれ、職員一同ショ yクをうけました。

17日に横浜野毛山動物園を訪問中の上海動物園の

一行が当国に立寄り見学されました。その際、上海

動物園身長にコ ウノト リの譲受を要請しました。

20日にはパカのパーコが2度目のお産をし、赤ち

ゃんに 「ルンルン」と名｛寸けました。

25日には 4月に産卵したタンチョウの卯が朝と夕

方にそれぞれふ化し、 7年連続の繁殖記録を樹立し

ました。タンチョウ夫婦はこれで13羽も自然ふ化さ

せたことになります。現在このヒナは体こそ親c同
じ位いですがまだ茶色の羽根が残っており、ピィー

ピィーと体に似合わず可愛いい声でII鳥いであ、ります。

6月

1日、衣替えに因んで恒例のメンヨウの毛刈りが

行われ、 6頭から28kgの洋毛が刈り取られ、メンヨ

ウ逮も涼しげ会衣替えとなりました。

2日には昨年上海動物園よりクロオオカミをいた

だいた返礼としてマン トヒヒ1番とアシカ 1頭（オ

ス）を贈り、 土井飼育課長と束飼育主任が同行しま

した。

4月からロケーションに入っていた 「ふるさとの

動物園」が編集を終り封切りに先だって当国で試写

会が行われました。今年5月25日ふ化のタンチョウ

のヒナの一羽に突発性のl燃のH交合不整が発生し、職

員がいろいろ治療を検討しているうち10日余りして

元の状態に自然回復しました。16日からホ yキョク

グマのオス「ユキオ」の食欲が焼絶し、腰麻療を呈

したので治療を開始しました。ニュージーランドの

オトロハンガ動物学協会からのキーウイ寄贈の話が

まとまり、 7月3日の贈呈式にそなえキーウイ舎の

拡張工事が急ピッチで行われました。今年のサマー

スクールにそなえるため27日から毎日開4回の計画

でサマースク←ルボランティア講習会がはじまりま

した。30日にはめずらしい北米産シンリンオオカミ

の黒変樟がジステンパーのため治療のかいなく死亡

しました。

7月

1自にカ ＇）フォルニアアシカが生れました。今年

は6月13日にも］頭生れており計2頭だけでした。

16目、東京では上里子動物図開園 100年を記念して、

動物図の動物を通しで平和を訴えるアニメーション

映画、 「象のいない動物悶」が映画会社で製作され、

公開されていますが、大阪でも大阪映画セ ンターが

当園での実写とアニメーションを織りまぜた戦時中

のかわいそうな動物園の動物逮の｜映画「ふるさとの

動物園」サブタイトル （小さな愛のメルヘン）のロ

ケーションがはじまりました。18日から長寿動物や

ライガ一、リタ綾などを1思ぷ「思い出のハクセイ展」
がはじまりました。30日には宝くじ協会寄贈の新猛

禽舎の贈呈式が挙行されました。これは手狭で老朽

化した旧級禽舎を財団法人「宝くじ協会」のご厚意

によ り旧施設の約2倍近い411m'12室（予備室2室含

む）に建替えたものです。 2ヶ月余の突貫工事で、

5,000万円の11.派な続禽舎となり、 10種の挽禽を展

示し、春の行災シーズンにそなえました。29日から

5月5日までの春の動物園まつりがはじまりました。

「な きごえ」も 4月号で通刊 200号となり今月号か

らカラー表紙となりました。

5月

春の行楽シーズン真最中、園内ステージでは人形

劇、 手品、遊戯と関内随所で大阪動物園ボランティ

アーズによるスポットガイドや動物クイズが行われ
1戸 ー一一『

ご来国の子供達に喜ばれるようにと北園の一隅に豆

汽車、メリーゴーランド、エアーダンボを設置し、

一段と華やいだ雰囲気となり人気を集めています。

長引いていた車庫と倉庫の工事が完了 しました。

／ 

では大体生後

10ヶ月を目途

としているの

ですが、その

時の母親の乳

の出具合など

で離乳期が異

なります。自耳

イ寸けも｛中身む

つかしく、｛間

体毎の性格も

あり、これぞ

とし、う官耳f寸け

の手引警はあ

りません。

喧 ι~ 14日の朝、

心ない人にオオタカとサシパが盗まれ、職員一向、

“ガγクリ”しました。

3月

3月に入りいよいよ繁殖シーズンの到来です。 1

月には高さ13mの＊禽放養舎とコウノトリ舎の巣台

に繁殖を願って柳の小枝を巣材と して入れました。

3日には昨年6丹生れの別個体のカ ＇）フォルニアア

シカの餌付けを開始しました。

20日は東京都恩賜上野動物園の開園 100周年にあ

たり上聖子動物園では天皇陛下他皇族、政界等の方々

をお招きし記念式典が開催され、当閣からも橋本園

長がメッセージを携え出席しました。上里子動物園の

100年は我国の動物園 100年の廃史といっていいほ

どで、その功績と他の動物園の規範とな った影響力

は国の内外を問わず認めるところで日本の誇りと思

われます。

27日には当園生まれの最長寿動物であったライオ

ンのユキ（メス）が老変と肺疾法、のため死亡しまし

た。生存年数は19年5ヶ月で天寿を全うしたといえ‘

るほど長生きしました。これも飼育係員の日頃から

のたゆまぬ飼育妓量の賜物と忠われます。

29日には京都市動物園から当園のタンチョウの近

親交配をいくらかでも防止する意味でオス、メス 2

羽のタ ンチョウがブリーデイングローンの形で入｜過

しました。

4月

3月3Flに後g11し、 抱卵を続けていたキ ングペン

ギンの卯が4月1日に29日目で｜判し くも破卵しまし

た・。 4日から産卵をはじめた南図日本庭国のコブハ

クチョウが9Flになって抱卵をはじめました。タン

チョウの夫婦にもディスプレイが見られ、巣作りの

準備がみられたので7Flにヨシズをさいて短かく切

ったものを巣材と して入れてやりました。

.. 
e’ 
品、

この一年をふりかえって
1月

今年は成年、当園の中獄舎オオカミ類が主役です。

昨年10月末に上海市から来園したクロオオカミに〆

純飾りが張られ、この遠来の友好動物に人気が集ま

りました。まだ若いので繁殖はすぐには望めません

が翌年2、 3月頃がたのしみです。また閉じアジア

大陸にすむ、 ドール （別称アジアアカオオカミ）が

ブリーデイングローンとして横浜Jff’毛山動物園から

来園してお、り、これも成年に因み、中獄舎で公開し

ました。

展示館ではエトに因む「犬のおもちゃ展」が開催

され、世界23ヶ国 220余点と数多くのめずらしい犬

たちが勢揃い し、一段と盛況なこの催しも17回を迎

えました。
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3日にはニュージーラン卜‘・オ卜ロハンカ‘動物学t£J,
会からキーウイ 3羽の寄贈があり、技術指導として

名誉園長のパリ ・ロ ウ氏夫妻が来聞きれ、崎天のも

と贈呈式が行われ、キーウイも特に輸送箱から出さ

れテレピカメラに~）（.まりました o II普られたイ困f本はい

ずれも 7ヶ月令と若くこれからのベアリング、そし

て繁勉と夢がもたれます。本日から 9日間、キーウ

イの夜間行動調査が行われました。

先月末にシンリンオオカミがジステンパーで死亡

したので91:1にキツネ、タヌキ等にジステンパーの

ワクチンを接種し、予防につとめました。

22日から十亘f11Jの第8回サマースクールがはじまり

ました。今年も盛況で応募者も多 く3倍強の競争率

でした。23日は麿では大暑にあたります。これに因

んで十亘例のホ yキョクグマ氷柱プレゼントを行いま

した。サマースクールの生徒も思いがけない催物に

食い入るようにホ yキョクグマを縦療していました。

30日には、たのしみにしていたモウコガゼルに赤ち

ゃん（オス）が誕生しました。妊娠期間は 187日で

これは 1月24日に交尾が確認されでおりました。

8月

7月以来、後躯麻療で入院中のオセロ γ 卜のメス

「ノfトラ」の原因がつかめないので府大家若手病院で

精符検査をうけましたが版ff(ーなとーの異常は認められ

ませんでした。

第8同のサマースクールで子供達が一生懸命勉強

した附究成果を 「第8回サマースクール研究発表作

品展」として22円から展示館で展示を行いました。

26日にアミメキリンのリツコがメスの子を出産し

ましたが仲々起立せず、母親もいらJ.l.ち気になめた
り足で軽くけとばして起草を促すのですが立ち 1~れ

ず、そのうち誤って口吻音llを踏みつけたので隔縦し

ました。子供の足をマ ッサー ジしたり、と りあえず

強制晴乳しましたが2日目に衰弱がはげしく 死亡し

ました。やはり近親交配の惑い形質が出てきている

のかも知れません。リツコは初産の時は早淫でそれ

も口議裂の子供をお産しています。

9月

8月31日にクロヒョウ一番の元気がな くなり食欲

l発絶となったので治療をはじめましたが、 1日にな

ってメスが肺炎を主徴する疾患で死亡しました。

2日にはめずらし く｛呆3隻されたアカ ショウピンが
森本獣医の努力で餌付き喜んでおりましたが、小鳥

の家に展示したところ24日に惜しくも死亡しましたc

7月30日に第 .... 

3 f子を出産した
モウコレイヨウ

のメス親が下顎

恒折と歯牙疾患

を伴う敗血症で

12日に死亡しま

した。14日には

山形県環境衛生

課でf呆~m されて

いたニホンツキ

ノワグマ 4頭の

うち、キ守7ヶ月

令のオス、メス ” 

各 1頭が贈られて来ました。早速検疫後放飼場に展

示しましたが、 可愛いくあどけない姿にクマ舎前は

毎日黒山の人だかりで人気絶頂です。17日には今年

6月131:1生れのカリフ ォルニアアンカの｛子の発育状

態が思わしくなく母親の手しが,'t'，でいないようなので

隔離プールに移し、本日から海獣用人工粉乳による

強制哨乳に切替えました。20臼には南園サル島のニ

ホンザル14'.1.員全頭を扮H隻し、 翌21日にJ疑岩中市fl年と遊
木を設置後、サル島会全体を消毒しました。22円に

新たに顔写真をとり個体識別のための入墨を施した

箕面自然公園の離れザルの群25頭を放飼しました。

現在のところ力の差も明瞭に市ておらずボスらしい

個体も明確でなく社会構造もはっきりしておりませ

ん。 20日からは恒例の動物l霊~~i'.i!週間ですが20日 は休

閏日のため21日から26日まで、大阪市獣医師会の協

力を得て 1[I寺から4n寺まで、初l秒~＇照m'i'IJ主を、そして

23日には動物総合感謝祭をとり行いました。29日に

はナショ ナル電チ計測KKの協力を得て 7月に来園

したキーウイ 3羽の無照明の夜間撮影を行いました。

これは超高感度の工業用監視カメラでごくわずかの

光量で十分用感でき、モノクロ撮影ですがキーウイ

の人工飼料の採食風景から飲水、羽づくろいの姿ま

ではじめて録画でき、今後編集してお客様にもあ・見

せ ，•－p，来る 日 も i丘いと考えてお、ります。

10月

1円には！日例のボイラーの火人式を行いました。
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例年ですと霊長自のサルの仲間が主役といったとこ

ろですが今年は適当な個体がおらず、まっ先に暖房

の厄介になる聴虫舎を代表して、ラッセルサンドボ

アが点火に参加したほかタヌキ、トカラヤギなども

参加 しました。l週みに来年5月中旬までの重油使用
推定量は164.000£ で、ゴリラ、チンパンジ一、オラ

ンウータ ン、カパ、 lI!JJ物病院、 一時収容舎、事務所

などをスチームH麦房します。サイ、キリン、小鳥の

家は電気温風で、それ以外の暖房を必要とする動物

舎は赤外線ランプによる保温です。 2日には昨年6

月25日生れで一般公募で名前をつけてもらったカパ

の 「ツヨシ」が］ 年 3ヶ月令で出園しました。 8日

にはヤブシチメンチョウの塚を掘り起しま した。今

年のヤブシチメンチョウは3月23日から 5月16日ま

での聞に17卵を、 8月16日に21卵を、そ して今回の

17卵と計50数卵産卵しており一部ふ化寸前の中止卵

もあることから今後さらに塚に十分腐葉土を入れるな

ど、適正温度と湿度を把援して繁殖に結びつくよう

努力したいと考えています。9日には冷房ペンギン

室のキングペンギン、ジェンツーペンギン、ロ γク

ホァパーペンギンなどを屋外プールに移動させ、冷

房を切りました。ペンギン逮は戸外の新鮮な空気と

さんさんと婚く太陽に戸惑い気味でした。

9日からは初めての試みで職員の写真展を展示館

で行いました。全紙から 6ツ切まで白黒あ りカ ラー

おりの力作40点、さすが動物園の職員だけあってね

らいところも良いと専門家の批言平の声も聞かれました。

11日から 11月の 3日まで秩の動物園まつりがは

じまりました。春と同様、圏内ステージでは人形劇、

手品、遊戯、そして大阪動物園ホ、ランティアーズに

よるスポ y トガイド、 今年は特にキーウイが3羽入

国したこと もあって、キーウイのハクセイ、模擬卵

鳴き声、パネル写真などを展示したので大変好評で

した。この他、当園獣医師による小鳥から象までの

動物無料相談が期間中行われました。森本獣医が手

塩にかけて人工崎育で育てあげたムササピの「長作」

をプレイリードック舎に20日から同居展示しました。

18日から起立不能に陥ったダチョウの♀が治療のか

いあって月末には起立歩行、元気も凪復し安心 しま

した。WWF （世界野生生物基金）総裁エジンパラ

公フィ リップ殿下の来日に先がけ、図内展示館でW

WF展を24日から11月3日までの予定で開催 しまし

た。また展示即売、募金活動も行い盛況でした。

11月

3目、秋の動物固まつりが終りま した。 今年は晴

天続き・で入園者も昨年より多 く、年度末の集計では

昨年の入園者数を追越しそうで一同喜んでおります。

5日、シュパシコウを 7羽（今年ふ化成育した 8

羽のうち）を捕獲し、札幌円山動物園等へ搬出し入

れ替りに同日、カワウソが1頭搬入されましたo こ

れは当字万当園のコツメカワウソとぺアリングさせる

予定でしたが大型で種類の違うものなので別に展示

しま した。

9月から園内で行われていたライオ ン、 トラ放飼

場の擬岩改修、カモシカ舎の防水工事、池の埋戻し、

園内下水管の改修工事、商圏井戸ボーリング工事等

が10日に全工事完了しました。

チンパンジーの 「キャンディー」のス トレス予防

のため 1日から見合中の 「サクラ」を12日放飼場で

同居させました。同居後は良好で、ス トレスからくる

悪癖によるケガも治りつつあります。 1日に繁殖用

に搬入したトムソンガゼルの♀が織入時から起立不

能で治療中でしたがかいな く13日に死亡しました。

原因は恥骨坐骨の複雑骨折と食欲不振による衰弱死

でした。 15日には上野動物園に贈呈されたジャイア

ントパンダ「フェイフェイ」に同行されてきた北京

動物園李園長と上野動物園浅倉園長他 4名が当園を

訪問されました。 18目、京都市動物園で第30回全国

動物園技術者研究会が3日間にわたって開催され、 中

川主査と宮下獣医、仲谷係員が出席し、日頃の研究

成果を発表しました。21臼には来年のエトに備え、

保護飼育していたイノシシの幼獣をプタ会横に展示

しました。 25日に高知動物園で人工哨育したムササ

ピのメス「モモコ」を譲りうけました。 環境に適応

し検疫が終れば当園のムササピ「長作」と同居させ、

繁殖を図る予定です。 27日今年生れのラマの仔 2頭

を倣出しました。

12月

12日には恒例のボランティアの勉強会として夜の

動物園見学会が行われました。

25日には当園近くの通天悶で閣長が出席してエ ト

の引継式が行われる予定です。又、 函内ではペンキ

塗りなど迎春準備が着々と行われます。

（飼育課：中川 哲男）
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キーパーズ・アイ⑧
5肥満対策

天高く 1切巴ゆる秋、動物たちの食欲も増し、厳し

い冬の寒さに備えます。しかし、食欲が盛んになっ

てく れるのは、担当者としても大変うれしいことで

すが、現在、人間社会でも問題になっている肥満化

が、動物園の動物逮にも増えつつあるのです。今年

の秩頃から丸ノヤと太りだ し、口の必ぃ人から “ブタ

アライグマ”などと言われる干呈の』目前児になって し

まったアライ グマのオスのアラモもこの問題の動物

の一つです。ア ライグマやキツネ、 タヌキなとマコ動

物は、冬に備えて皮下脂肪が増加するのは、正常な

事なのですが、アラモの場合は、少々太り過ぎてし

まったようです。運動不足・食べ過ぎ （中でも可愛

らしい仕草や、・人なつこさから入閣者の人気を集め、

お菓子や果物などのもらい過ぎ）などが原因の様で

す。この太り過ぎたアラモを減；駐させるべく運動用

具としてタイヤを入れたのですが、太り過ぎのため

か、自発的に運動しよう とはせず失敗、最後の手段

として、私がアラモと、毎日レスリングをする事に

しました。アライグマと人がレスリングをするなん

5一室に 2頭はツライナァ ！

休刊

8月24日に山形県河北町で保諮飼育されていたニ

ホ ンツキノワグ72頭（雄雌各 1頭）が来図しまし

た。あいにく 、山＇.￥が 2つしかないうえに前からい

るツキノワグマも 2頭いるため、一室lこ2頭ずつ入っ

てもらう事になりました。入国当初は維がたいへん

なこわがりで、反対に雌は元気が良くて、ちょっぴ

り人間れしていました。でも運動場へ出す為に網で

11liまえているうちに脳宣の17まで‘こわがりになってし

まいました。 えさを持って行つでも雌はすぐに寄っ

て来て食べますが、k伎はfムが山室から「P，で行くまで

キ色対に食べませんでした。 リンゴ ・パン ・ムシイモ

・ソーセージに ミルクをかけた仰を食べるため、口

（飼育課 ．農本武志）

（イラスト ：松山浩 美）

のまわりにはいっぱいミルクがつき、外からのぞい

た私の方を見かえす顔は、 何とも言えないほど愛く

るしい表↑青です。

でも、私はこの子熊ともし戦っても今はII券つ白信

はありますが、あと何年か経つと流血戦の末、 ドク

タ ス卜 y プできっと敗れる ことでしょう。そう思

うと店長がひきつってきます。

あわれなのが今まで一室ず、つに分かれて住んでい

た熊さん夫婦です。 この夫婦は雄があ、っとりして

いて雌の方が積額的です。夕食H寺に、払がオリ越し

にえさを入れでやると、雄が寄って来てそれを自分の

の真下に手でたたき終とします。在、がえさを全て入

れキ冬わるまで食べないものですから、ないとわかる

まで待っています。するとその聞に雄がたたきおと

したえさを雌が食べているのでケンカが始まります。

縦は待病なのか、よく口からあわをふき ます。食事

中にもあわをふくのでその問に雌は雄のえさまで食

べてしま います。 “久ーは強いなあ” このままでは雌

はブッチャーのようにブ7プクにな り占佳はG馬士易の

よう にスマー卜になっでしまいます。半く 何と かし

てやりたいと思います。首長もそう思つでいるのでは

。
（飼育諜：松下達夫）

（イラス ト： 松山浩美）

10 

い

z
．．．
 

‘，
 
‘
 

LMF 

晶
舟

‘
，
司
晶
晴

．．．
 

＃
 

喝怖楓称。。嘩G() ~~ 

⑮近鉄百貨店
お申込み・お閉会せは各店クレジットセンター
アベノ店 06（位4)1111・上本町店 06(779)1231 
東大阪店 06(783) 1111・奈良店0742(33)1111

｜ 一臨時的ループー
大阪（アベノ・上本町）・東大阪・奈良・京都・枚方・和歌山・東京（吉祥寺）・四日市・松阪・伊勢・岐阜・徳山・別府

たのしいとのりもの、が待っています。

1人1回

100円

(1才まで無料）

臼恥帽嗣圃M 団体割引

話湿段町 (30人以上）

》rr.:~·~.:f.::.-· －…・・1割引

O圏内3ヵ所（南国人口横、北園ステージ横、北国高架下）に各種とのりものながあります。

久竹娯楽株式会社交恕大阪市天王寺動物園協会
(06) 771 -0201 



動植物の生態をわかりやすく解いた楽しい幼児図鑑

ヲ~図鑑は正確な絵と、＿vノ生態写真を使って
幼児の観察力を養い育て、動植

物への理解をi架めるようにつく

られています。カラ一ページに

は身近に見られる動織物を取り

上げ、 2色ベージには観察や飼

育・栽t告をするときの心構えと

要領がのっています。

最寄の有名書店、百貨店

でお求めください。

ポョ，力

持垣劫
＂レンジ

NET 250g 
標準小売価格 ¥100 

•85判・上製本・ 56貰

各巻定価650円
① みぢかな どうぶつ

②のやまのむし

③ にわやかだんのはな

④ うみのいきもの

⑤ やさいと 〈だもの

⑥ どうぶつえん

① のやまの 〈さき

⑧ みずべのいきもの

③ のやまのと円

⑬ きせっと しぜん

ポッ力コーポレーショシ

℃ 少

POK臥 l;>

c・5Do
NET 250g 
標準小売価格 ¥120 

。動物のことなS a&Sゅ~ことに
お織に立ちます。

0飼育指導（ペットよろず相談）

0ふれあい子供動物園

0ふれあい動物写生会

0撮影用動物モデルリース

0動物（ペット）、教材用生物販売、リース、交換、引取り、預り

0各種飼料、器具販売、配達

e命 J問問…り

襲ア＝マ
（いきもの110ばん）

ft 06-863-1025 （代表）
干561豊中市利倉2丁目22-2

誰が押しでも

立憲~11箇醐

自動装てん
次々 とシャッターを押すだけですa

自動巻き上げ
．．．．．．．．．．．．．． 療J終えると陪憶に巻き戻されます。

自動巻き戻し
フジカオート7デート
標準価格49.800円自動焦点



重

大阪市天王寺動物園協会発行

「なきごえ」発刊200号特集記念
協 賛

獣医科 （イ口ハ順）
、， 、

岩崎橋犬猫診療所 TEL (06) 551ー 1323
幼Y 大阪市大正区二軒家西 1-7-18
物f 辻 栄重

らt
奥 村 獣 医 科 TE L (06) 2 1 1 -8 9 4 1 

はS 大阪市南区島ノ内2-8-34
上l 奥村 弘
育 ，

高 岡 喜夫 医 科 TE L (06) 4 7 1 -1 6 7 2 
菱自 大阪市西淀川区里子里2-2-5
耳ー支π1 高岡秀和
でj

高 涼員 喜夫 医 科 TEL (06) 971 -7 9 2 7 
大阪市東成区大今里4-27-25
高瀬一行

.t，コi、‘－ 町 喜夫 医 科 TEL (06) 94 1 -7 6 9 3 
大阪市東区谷町4-20
池尾信一郎

鶴野獣医科病院 TEL (0722) 33-0 3 7 2 
堺市一条通 18-8
鶴野整惇

浦 東 百出、九 医 科 TEL (06) 63 1 -3 3 3 1 
大阪市浪速区恵美須西3-6-11 
浦東 信夫

r;.n 喜犬 医 科 TEL (06) 322 -6 2 9 0 
E回

大阪市東淀川区下新庄 1-1 1 -7 
福 留 慶彦

藤井寺動物病院 T Eし（0729)5 4 -5 6 3 0 
藤井寺市御舟町 1-3
是枝哲世

芦屋家畜病院 T Eし（0797)2 2 -3 9 6 1 
芦屋市打出小槌町46
岩崎孝泰

¢ 境 J,, 喜夫 医 科 TEL (06) 582-0252 
大阪市港区市岡元町 1-1-1
松 村 一 弥

東 田 喜夫 医 科 T Eし(0726)8 2 -3 2 9 7 
高槻市名神町3-8
東田和弘

NE 
標；

・・・ぼっちゃん

・・・おじようちゃん

どうぶつえんへ－．

いらっしゃいませ・・・

ごきゅうけいは・・・・・・・

おしょくじは・・・・・・・・・

？ 
動物園内北園

中央 官冗 店
ft 06-771-0973 

たのししい動物のお話ミは、

ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞ－~＇

囲内、主要動物合

30数 ヵP斤にあります 1回 20円

にノ

関西特機株式会社交忠大阪市天王寺動物園協会
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幼リ
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らf

は』

上t・

育 4

要昔

最；

でJ

¢ 

NE 
標！

天王寺動物圏内

南 園：ーIC 店
代表者松谷良子

大阪市天王寺区茶臼山町6-74
電話（771)71 1 0番

圏内でのお写真は・・－

動物園協会指定写真部ヘご用命下さい－~＇
カラー写真キャビネ1枚 500円

撮影無料にでキャビネ 1枚をサー ビスさせて裁きます

。随時係員が待機 して

おりますのでご説明

にイ司いましたF祭は、
よろしくお願い致し

ます。

書物園協霊園際航空写真株式会社
豊中市蛍池西町3丁目555 関西国際空港ビル内

大阪営業所 TEL 06-856-7 4 4 4 

動物園ニュース
§ WW  F展開催／I

101131円に、 世界聖子生生物基金 （＼NWF）総裁・

エジンバラ公フイ ＇）yプ殿下が来日されま したが、

それを記念して、WWF  日本委員会近畿支部主催で

I O!cl 24 Liから11月 3日まで“守ろう．ゲ針生生物”と

題する到IJ!fVJ写真展が行なわれま した。

また期間中の10月24日、30U、31日、 11「I3日の
4日間には、近畿支部の会μが来図し、陪l内で募金
活動が行なわれ、総額40,065円の募金が集まりまし

た。岡 山 ・－一 一一

ルマー

ク(J)ノf

ータσ〉
人った

Tシャ＂＂ 」

ツやキーホルダーなどの商品の展示Hll売も行なわれ

好評でした。

§ アフリカタテガミヤマアラシ来園II

l 1月 4目、アフ リカタテガミヤマアラシ、一番が

札似市の円山動物閣から動物交換で来闘しました。

米国した 2頭は、円山動物園で今年の 4月11日に

生まれた雌縦です。検疫終了後、 11月6日から、さ

っそくイン ドタテガミ ヤマアラシが死亡し、 空室と

なっていた小猷舎の一角に展示しました。円山動物

園では毎年子供が生ま れるとのことてもすので、当図

説~，手・ー－でもぜ
ひ繁殖

させた

いもの

です。

なお、

交換動

物とし

て当園

からは

木年生れのシュノ〈シコウ 2羽を11月 5日に円山動物

園へ送りました。

§ 7'カカンガルーの赤ちゃん誕生。

毎年、 11月一12月になると、アカカンガルーの赤

ちゃんが袋か ら ~n を出す よ う になるのですが、 今年

現在の飼育動物数 （1982年10月31日現在）

H甫乳類 95干重 353,.::;, 

，烏ま員 220干亜 802点、

l隠虫類 44手重 95点

言l 359種 1250.i:I. 

も11月13臼に初Jめで

す、ちゃんが袋から顔

を出しているのが存且

察されました。まだ、

数分しか顔を出すこ

とがないので、入国

者の皆さんも、まだ

あまり気づいていな

いよ うです。母親は

1978年に当闘で生ま

れたもので、今回が

2産回です。

§ 新着動物

11月に入って、ア

フリカタテガミヤマアラシの他にも数種の動物が来

図 しました。

11月 1日にはブラックパyクの雌が来園しました。

宝塚動植物園で、＊年3月20日に生まれた個体で、

プラ yクパyクの血液更新をはかるため導入しまし

た。乙れで、雄1頭、総7頭の大家族となりました。

また11月5日にはカワウソの維が来図 しました。
7日から小猷舎に展示していますが、愛婿たっぷり

の姿は、人気を集めています。

鳥類では、 11月 5日にウスズミハッカンの雄の寄

贈があ

りま し

た。ウ

ススミ

ノ、 yカ

，ンl立、

ミヤマ

ンの並

手'illで、

昨年も一番の寄贈があったのですが、雄がまもなく

死亡し雌1羽で飼われていました。 11月17日には検

疫も終了し、雌と同居させま した。

⑨ お知らせ

来年 1月 2Elから31日まで、北図展示館で毎年恒

例の”え とにちなむ ：おもちゃ展”を開催します。

音田平七郎氏提供による世界各国のイノシシのおも

ちゃ約270点を展示しますので、ぜひi同l来図下さい。
，＿.，.，＿・・~”’叫幽’『岨昨柏田畑、－明細軒、e・e叫畑町、e・町、... ，叫岬

＊休園田のお知らせ＊

動物闘の休園口は毎月第 3月lllilElです。来年

2月までの休園日は下記のとおりです。

12片20日（月）、 1月17[1（同）、 2円21El(M）。

年末年始は、 12月29日～ 1Pl ］日 まで休図い

たします。開園時間は、午前 9時30分から午後

5時までで、午後4時に切符売止めになります。
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なきごえ 昭和57年12月15日発行（毎日 l凶15円発行）

編集／大阪市天王寺動物園
発行人／大阪市天王寺動物園協会 中川道朗
印制所／株式会社松村善進堂 定倒100円（送料共）

鳥獣輸入

全国動物園水族館御用達

第18巻第12号 （通巻208号）
〒543大阪市天王寺区茶向山町6-74
電話大阪（06) 7 7 1 -0 2 0 1 
振仔円座 大阪 3 7 8 2 3 
1年継続 (12部） 1.100ドI（送料j七）

－医学実験用動物

・愛玩犬、猫直輸入

・宣伝用、テレビ用、貸動物

・教材用鳥獣剥製販売

・原色世界錐類図鑑（34種｜枚もの）要郵便券150円・鳥獣価絡表100円
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本社神戸市生田区中山手通三丁目二八番地 電話（078)221-8195・221-1517

飼育場神戸市葺合区神仙寺通三丁目一番地 電話（078)241-3494。

パイン・オレンジ・ストロベリー・フルーツカクテル

圃
・合成甘昧料・合

成保存料・合成

糊料・合成着色

料はいっさい含

まれていません。

各130c.c.=90円
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